
                     年     組 名前                   

1 

教材１－Ｆ－（１）の解答 乗法と除法の混じった式の計算 
 

⑥ 『 (－９)÷８×(－４)２ 』の解決のために 

 
 

 

  

 

 

 （１）次のア～ウにあてはまる符号や数を答えなさい。 

①  2３ ＝３×３           ②   2
３  ＝（－３）×（－３）                

 

         ＝９                   ＝９ 

 

③  ２－３ ＝－３×３          ④   )( ２３ ＝－（－３×３）   

          

         ＝－９                   ＝９ 

           

  

（２）次の計算をしなさい。 

 

①    3（－３）１２７  ＝（－７）÷12×（－27）     ① ＝（－   ）×（－27） 

  

                ＝（－７）×   ×（－27） 

                             ＝ 

            ＝ 

     

 

②  
２２

２

３
－－２

３

２
－ 

















＝  ×(－  )×     ②  ＝(－    )× 

             

＝－                ＝－ 

 

 

 

 乗法と除法の混じった計算では、乗法を除法に直して計算するとよい。 

 

 (－４)２ ＝（－４）×（－４）   (－９)÷８×(－４)２＝（－９）×    × 

     

                           

     ＝                      ＝－18                      16 

16 

乗法と除法の混じった式の計算では、

左から順に計算していく方法とすべて

かけ算にして計算する方法があるよ。 
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たしかめよう 



                     年     組 名前                   

2 

教材１－Ｆ－（２）の解答 乗法と除法の混じった式の計算 
 

⑥ 『 ８÷(－１２)×(－３２) 』の解決のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

次の数を答えなさい。 

 

  ① (－５)２＝(－５)×(－５)        ② (－５２)＝－(５×５) 

                              

         ＝25                     ＝－25 

 

 

 

 

  ③ （－７）÷８×（－４２） ＝（－７）×   ×（－16） 

 

 

                ＝（－７）×（－２） 

 

 

               ＝14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗法と除法の混じった計算では、乗法を除法に直して計算するとよい。 

 

(－３２)＝－(３×３)        ８÷(－１２)×(－３２)＝８×（－   ）×(−９) 

 

 

    ＝－９                     ＝６ 

  

 

(－３)２ ＝（－３）×（－３）     

                           

    ＝９ 

12 

 

１ 

 

１ 

８ 

たしかめよう 



                     年     組 名前                   

3 

 

教材１－Ｆ－（３）の解答 乗法と除法の混じった式の計算 
⑤ 『 (－５２)÷１５×(－６) 』の解決のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 次の計算をしなさい。 

     ①  ４２＝４×４             ② (－４)２＝(－４)×(－４)    

 

         ＝１６                    ＝１６ 

 

③  －４２＝－４×４            ④   －(－４)２＝－(－４)×(－４)   

 

         ＝－１６                   ＝－１６ 

たしかめよう 

 

 まず、指数を用いた数の部分を計算するとよい。 

 

 (－５２) は －５×５ に（   ）がついたもの。 －５２＝－５×５ ＝ －２５    

 

その上で、乗法と除法の混じった計算では、除法を乗法に直して計算するとよい。 

 

よって (－５２)÷１５×(－６) ＝  －２５  ÷ １５ ×(－６) 

    

                                  

                  

                 ＝ －２５ ×    ×（－６） 

                           

                 ＝ １０ 

     

 ※指数があるときは、指数が何についているかをよく確かめよう。 

 

５２＝   ５   ×  ５  ＝ ２５    指数は ５についている  

         

(－５)２＝  (－５) × (－５) ＝ ２５     指数は（－５）についている  

 

－５２＝ －   ５     ×  ５  ＝ －２５   指数は   ５  についている 

１５ 

１ 



                     年     組 名前                   

4 

 

 ⑤ ５×(－３)２÷(－１８)  ＝５×９÷(－１８)                

 

                                                

     

              ＝５×９×（―    ）             

 

 
                               ＝－                     

 

 

⑥ （－３）÷(－６２)×８ ＝(－３)÷(－３６)×８ 

 

 

＝(－３)×（－    ）×８ 

 

              

              ＝ 

 

 

 

 

⑦ (－４)２÷１２×(－９) ＝１６×   ×(－９) 

 

               

 ＝－１２ 
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
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逆数にす

るんだよ 
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5 

教材１－Ｆ－（４）の解答 乗法と除法の混じった式の計算（指数の計算） 
 

④ 『 ５×（－３２） 』の解決のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 次の計算をしなさい。 

 

  ① (－４２)＝－４×４    

        ＝－１６ 

 

 

  ② (－１)２＝（－１）×（－１）                

        ＝１                      

 

 

  ③ （－３）×（－１２）＝－３×（－１×１） 

              ＝－３×（－１） 

              ＝３   

 

 

  ④ ４×（－３）２＝４×（－３）×（－３） 

           ＝４×９ 

           ＝３６ 

 

 

  ⑤ （－５２）×２＝－５×５×２ 

           ＝－２５×２ 

           ＝－５０ 

       

 

 

 

 

５×（－３２）＝５× （－３×３）        （－３２）と（－３）２の違いを 

確認しましょう。 

 

        ＝５×（－９）         （－３２）＝－３×３ 

 

        ＝－４５            （－３）２＝（－３）×（－３） 

                               

たしかめよう 



                     年     組 名前                   

6 

教材１－Ｆ－（５）の解答 乗法と除法の混じった式の計算 
 

⑥ 『 （－１２）÷８÷（－４） 』の解決のために 
 

  

  

 

 

次の計算をしなさい。 

 

  ① (－４２)＝    

 

 

 

 

  

 

問 次の計算をしなさい。 

 

  ① （－１６）÷（－１０）÷（－５）＝－１６× ×  

 

                    ＝  

 

  ② （－１８）×１２÷（－２４）＝－１８×１２×  

                  ＝９ 

     

 

  ③ ２４÷（－９）÷（－３）＝２４× ×  

 

                ＝  

  

  ④ （－３６）÷４×９＝－３６× ×９ 

 

             ＝－８１ 

 

 

乗法と除法の混じった計算では、除法を乗法に直してから計算するとよい。 

 

（－１２）÷８÷（－４）＝（－１２）×  ×  

                          

＝       ←乗法だけの式の計算結果の符号は 

         負の符号の個数が偶数のとき＋になる 

たしかめよう 

乗法だけの式の計算結果

の符号は負の符号の個数

が奇数のとき－になる 


